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理工学術院

1. 教育改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

クォーター制（大学院&学部） 国際化の推進に伴い詳細検討

科目の英語化再検討

科目数減少の再検討 A 群、B 群、C 群科目の本格的見直しを

検討中

英語教育の強化 国際化の推進に伴い詳細検討

国際コースの諸問題の検討

2. 研究改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

研究企画戦略室による研究戦略立案 委員会を定例的に開催して戦略検討

研究所の将来計画、総研（理工研&材

研）、独立研究科研究所の組織検討

国際情報通信研究センターの規則改訂

の検討、基礎科学研究所構想の立案

若手教員の育成・増員 新テニュアトラック制度確立と JST へ

の補助申請の採択

3. 社会貢献改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

夏休み・春休み前後の貢献活動支援 様々なプログラム紹介

博士キャリアへの支援 博士キャリアセンターの活用・リーディ

ングプログラム・SGU 実施

新宿区との連携 新宿区、中央区、荒川区、小田原市、北

九州市等多くの地域と連携推進
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4. 入試制度改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

一般入試の今後 現行入試に加え、新入試方式を検討中

5. 学生支援改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

博士奨学金の充実化 リーディングプログラム等で充実策を

実施した。他の奨学金と連携して、多く

の学生に学費相当分支給を継続

留学生支援（国際教育プログラムの実施

状況に対応）

国際科目の充実、国際教育センターの整

備

6. 点検・評価改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

学術院体制の点検・評価 理工系研究科を融合する新研究科設立

の検討と、他学術院との連携の検討

教育の評価（英語による教育の評価） プログラミング教育における反転講義

の実施と、教育評価を実際の教育に反映

することを検討・推進

7. その他

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

研究倫理・博士論文に関する諸検討 博士後期課程単位制等の改革案を検

討・実施

学内再配置（教育専用、教育・研究プロ

ジェクト専用、大型プロジェクト用）

検討中

学費検討 学内アメニティ整備等、学生環境充実を

図った

テニュアトラック制度 制度改革の上、JST へ申請し採択され

た。
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基幹理工学部・研究科

1. 教育改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

電子光システム学科の学科名称変更 2014 年度 4 月より，「電子物理システム

学科」，大学院「電子物理システム学専

攻」に名称変更

国際コースの発展と充実 国際コースの定員 60 名を学部定員に算

入し，日本人学生の文科省一条校からの

入学を許可．入学者も年々増加してい

る．更なる国際化を検討中．

学部グローバル化の更なる推進 当初，2 コース 3 学科で開始した国際コ

ースを，現在は 2 コース 6 学科で運営し

ている．近い将来には，基幹理工学部所

属の全ての学科で運営予定．

2. 研究改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

基幹理工学研究科内での研究連携体制

の構築

基幹理工学部内の各専攻および IPS な

どの他専攻との連携体制を検討中

研究所新設と他機関との協力 海外関連大学との研究連携を計画中

本庄キャンパスの有効利用 検討中

3. 社会貢献改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

社会人教育制度の充実と流動化 検討中

グローバルな授業体制の構築 英語で実施する専門科目の増加，基幹所

属の全ての学科が国際コースに参入

地域連携の更なる推進 検討中

政府国際人材育成プログラムへの協力 検討中
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4. 入試制度改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

一般入試制度の再検討 学系別入試制度の定着，進級振り分け制

度の見直し

以外者入試制度（特に指定校推薦制度）

の再検討

指定校の見直し．指定校に対する模擬授

業，説明会を積極的に開催し，基幹理工

学部の広報を促進

秋学期入試制度の本格導入に向けての

検討

検討中

大学院入試の国際化・流動化 国際コースに参加していない専攻の修

士課程に国際コースを設置することを

検討中

5. 学生支援改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

外国人学生の修学・就職支援 国際コース学生を担当する国際担当教

務主任を設ける計画を検討中

6. 点検・評価改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

拡大主任会および自己点検委員会によ

る学部学科の点検

自己点検・入試教育検討委員会および拡

大主任会を定期的に開催して点検を行

っている．

創造理工学部・研究科

1. 教育改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

分野横断による教育・研究の多様化 2013 年度に完了した内容を、要項等に
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反映した。また創造理工リテラシー２の

Feasibility Study を実施し 2015 年度開

講に備えた

カリキュラムの見直し（科目数の削減検

討）

継続作業中

卒業・修了水準の確保（受賞、修論題目

一覧 web 公開）

受賞情報の学部 Web での公開を開始。

修論題目等については継続作業中

国際化の推進 地球・環境資源理工学専攻にて国際コー

スを設置。他の学科・専攻でも継続審議

中

2. 研究改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

研究フィールドの多元化（「創造人」6-10

編発刊、研究者マピング）

継続実施中（「創造人」6－10 編発刊）

若手研究者支援・育成（大学院生エンカ

レッジプロジェクト導入検討）

継続実施中（国際学会参加支援）

東アジア（ASEAN+3）重点大学との戦

略的連携強化（情報発信・リーフレット

送付）

JICA と連携を開始

3. 社会貢献改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

創造性の涵養と社会への貢献（震災復興

支援研究連携）

継続実施中

学外や地域に開かれた教育・研究交流の

場

継続実施中

研究成果の政策化 随時行っている。

卒業生、企業との連携強化 随時行っている
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4. 入試制度改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

2018 年問題への対応 継続審議中

優秀な学生確保（指定校推薦の方式検

討、一般入試の得意科目設定の検討な

ど）

指定校推薦対象校への教員訪問を充実。

情報交換を活性化した

5. 学生支援改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

多様な学生・人材の交流による人間力強

化

随時行っている。

6. 点検・評価改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

点検評価制度の見直しと新制度の導入

（大学基準協会による認証評価結果に

対する対策検討）

完了した。

7. その他

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

アイデンティティ確立と教員コミュニ

ティ醸成

執行部および各学科代表で構成される

広報委員会を設置し検討を開始

団塊の世代の後任人事 実施中

教務作業の軽減 随時行っている。
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先進理工学部・研究科

1. 教育改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

修士課程における専門コア科目のコー

スワーク再構築。修士課程の修了単位に

オープン科目も認め（予定）ることによ

り、広い視野を持った学生の育成。

検討を進めている。

実験講義のオンデマンド化による効率

的な授業

設備面での実現性を検討

学習効果のチェック機能の標準化（GPA） 複数の学科でGPAを成績チェックに利用

研究スキル等に関する科目設置 2015 年度本学物性計測センターとの連

携による「先端物性計測演習」の修士課

程での新設を予定

シームレスな科学英語教育 すでに科目は設置済みで、継続して改善

を検討。2015 年度には少人数レベル別で

のネイティブスピーカーによる対 話 型

英語教育「Discussion Tutorial English

in Science and Engineering」を新設し、

この受講料の一部を補助予定

海外学生・若手派遣プログラムの拡大 2015 年度に国際会議参加費補助制度を

新設し、修士課程での国際会議での発表

を奨励予定

5 年一貫制博士課程専攻の開設（在籍者

LD3 11 名、LD2 18 名、LD1 11 名）によ

る一貫制教育の一層の充実化

2014 年度に５年一貫博士課程先進理工

学専攻開設

2. 研究改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

論文リスト整理と共有（AAA インデック

ス）

学生による入力が順調に進行しており、

データベースとして充実

学術活動報告システムの定着（SciVal

Experts）と改善。Profile Enhancer の

先進理工学部・研究科のホームページで

活用し、所属教員の研究活動の広報に利
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導入により、業績の記載漏れの少ない精

度の高いデータベースへ

用

ラボリーダー制度の定着 ホームページでの広報を推進し、知名度

向上を推進

教員の研究活動に対する表彰：ティーチ

ングアワード参加

2014 年度からの全学の早稲田ティーチ

ングアワードに参加し、2014 年度５名

６科目を表彰

研究「室」サポートの模索 検討を進めている

3. 社会貢献改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

卒業・修了生の人名録作成 一部学科(応化)で実施

サイエンスの啓発活動 学会などの活動を通して、各教員が実施

社会的問題に対する活動 各教員が実施

4. 入試制度改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

大学院入試、研究室情報の積極的公開

（HP、入試説明会）

理工キャンパスで入試説明会を5月に移

動して開催 (2014/5/17)

学部入試作業の合理化と入試事故リス

クの軽減

2013 年度の大雪の対応を再検討し、対策

を検討

入学後の成績の附属・系属校へのフィー

ドバック

高大一貫教育検討委員会に加えて、学科

単位で附属計属校教員との連携し、フィ

ードバックの可能性を模索中

5. 学生支援改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

TA センターの新設、学部 3 年生の TA 登

用。博士課程学生の TA費倍増を検討

TAの時給を増額した博士課程学生TA（教

育補助）の募集を開始

博士キャリアセンター等の充実により、

大学院生への就職支援を強化。キャリア

キャリアアドバイザーの 2015 年度から

の設置を計画
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アドバイザー新設

博士後期課程若手研究者養成奨学金制

度の充実

検討を進めている

6. 点検・評価改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

産業界とも連携した学外評価委員制度

の新設

検討を進めている

7. その他

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

生命医療系研究・教育の充実 奈良県立医大との研究医養成を実施

若手任期制教員の増員（助教） 2015 年度からの助手・助教の増員実施予

定で、人選完了

国際情報通信研究科

1. 教育改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

日英バイリンガルによる全授業化 全ての授業において日英のバイリンガ

ル授業を展開し、基幹理工との包摂にお

いて、国際コースへの展開を図った。

博士を中心とした国際化教育（今までは

清華、国立台湾、漢陽）を東南アジアへ

の展開

博士の国際化教育を目指して、漢陽大学

（韓国）、タマサート大学（タイ）、SRM

大学（インド）とのワークショップを開

催し、国際化教育への展開を図った。
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2. 研究改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

産学官連携によるイノベイティブな通

信ネットワークの共同研究体制

次世代インターネット研究において、

NTT、KDDI、および多くのメーカとの

共同研究プロジェクトを進めた。

アジアだけではなく、欧米を中心とした

国際共同開発体制の構築

NICT案件であるGreen ICNを受託し、

欧州の多くの大学との連携を図った。

米国の UCLA との次世代インターネッ

ト研究を推進した。

海外も含めたポスドクの受け入れによ

る研究力の強化

NICT ソーシャルビッグデータの受託

研究を通して、ポスドクの雇用を推進

し、研究の促進に努めた。また、外部資

金による新たに上級研究員を雇用し、プ

ロジェクト全体の研究促進を図った。

異業種との連携による情報通信研究の

普遍性への展開

自動車産業、農林業など情報通信との連

携が必要な機関への提案を図ってきた。

成果を次年度以降のプロジェクトで達

成する。

外部資金（国プロ等）導入への積極的提

案体制の構築

Green ICN（NICT）、ソーシャルビッグ

データ（NICT）SCOPE,鉄道先回り配

信(総務省)などの案件を受託し、研究の

推進を図った。

3. 社会貢献改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

横須賀リサーチパーク（YRP）への活動

活発化

科学的人材育成コンソーシアムの提案

を行ない、YRP での活動の推進を図っ

た。本件は不採録となったが、今後、異

業種協力体制、5G の共同開発を通して

継続的活動を図る。
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4. 入試制度改革

5. 学生支援改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

海外インターシップの充実 タマサート大学（タイ）への学生派遣プ

ログラムを実施し、多くの学生交流が研

究を通してインターシップを実施した。

富士通米国研究所へ、学生を派遣し、3

ヶ月間のインターシップを実施した。

国内インターシップの拡充 夏休み期間、春休み期間を利用して、大

多数の修士課程の学生が国内インター

シップを行った。

6. 点検・評価改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

修士、博士の正規の就学年数での運用 GITS は他の学術院に包摂することか

ら、特に、問題のある修士学生に対して

は、教務、事務、担当教員が連携して就

学年数で卒業できるように積極的な指

導を行った。同様に博士課程の学生に

は、博士の進捗状況報告会を開催し、ス

ケジュールの確認と研究相談をGITS全

体で支えるように対応した。

FD の研修 教員同士で研修を行ない、FD を実施し

教育方法向上に努めた。

情報生産システム研究科

1. 教育改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

1. グローバルキャンパス構想の実現

 国際連携大学院の検討  海外協定校との関係強化を行った
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 海外オフィス設置と IPS 関連教員

派遣の可能性を検討

 中国重点型からASEANにも目を向け

たネットワーク構築に向けて動き

始めた

2. グローバル人材の育成

 修士・学部を通した実践的多言語教

育

 大学院／学部一貫教育を通じた教

育システムの具体案の検討

 学科新設の具体的検討を通し、修

士、学部を通した実践的多言語教

育、大学院/学部一貫教育を実現する

ための方法について検討を開始し

た。

 復旦大学サマースクールの実施を

通じ、短期請負教育の経験を得て、

本格的な受け入れへの準備を行っ

た

2. 研究改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

1. 産学連携等を通じた研究活性化・多

元化

 賛助会員企業を募り、修士・博士・

研究員等の研究情報を中心とした

冊子の製作と、賛助会員企業への配

付や協賛金の検討

 IPS 開催シンポジウム等への企業

参加の検討

 工場見学を通した交流を開始

 IPS 国際連携シンポジウムの学術

的レベルを上げ、学研都市ひびきの

サロンと同時開催とすることによ

り、企業参加を図った

2. 研究環境の高度化・発信力の強化

 九州工業大学、九州歯科大学、北九

州市立大学、産業医科大学、早稲田

大学、学研都市管理法人（FAIS）

で構成する「北九州医歯工連携研究

会」等の地域事業に対して支援がで

きる組織作りの検討

 産業医科大学とともに大学間連携

促進事業助成金によりシンポジウ

ムを開催した

 九州工業大学、北九州市立大学との

連携講座（カーエレクトロニクスコ

ース、インテリジェントカー・ロボ

ティクスコース）の安定実施

3. 国際産学研究連携の推進

 国際産学連携研究センター設置の  既存の IPS 研究センターの改革、



14

検討 将来計画について検討を開始した

3. 社会貢献改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

1. 社会に開放された教育研究環境の構

築

 学校、企業、地域社会への出前講義

拡充の検討

 広く、体験学習を受け入れるシステ

ムや内容の検討

 東筑高校、明善高校によるひびきの

探求ツアーの受け入れ、明治学園中

高の訪問対応、スーパーサイエンス

ハイスクール支援等を通じ、大学院

としての社会貢献活動を行った

 高専からのインターンシップ受け

入れ態勢が整った

4. 学生支援改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

1. グローバルキャンパスに対応した生

活環境の改善

 国際化に合わせた学生寮、学生支援

拡充の検討、日英中語によるカウン

セリングの開始

 カウンセラー2 名による週 2 回の日

英語での対応を実施

5. 点検・評価改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

1. 海外留学生を考慮した教育制度の点

検・評価の推進

 点検、評価項目の検討  修了生へのアンケート実施

2. 外部評価の推進

 外部評価委員会設置の検討  彙報、研究報告書の発行

 外部からの評価については引き続

き検討する
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6. その他

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

1. 早稲田スピリッツの醸成

 早稲田キャンパスと北九州キャン

パスとの相互遠隔講義の実現の可

能性、内容、方法の検討

 早稲田イベントへの参加について

の検討

 早大他箇所との科研費共同申請、プ

ロジェクト設置等に積極的に学生

の参画を促した

 早稲田祭への学生派遣実施

環境・エネルギー研究科

1. 教育改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

教員全員参加による文理融合共同演習

の充実

継続的に実施している。

地域演習の充実（修士課程 1 年） 継続的に実施している。

北京大学との DD プログラムの充実 継続的に実施している。

国際環境リーダー関連科目の充実 継続的に実施している。

授業の英語化の推進 未着手。

FD の充実による改革の推進 2014 年度は準備期間としての位置付け

（2015 年度に本格的に議論開始）。

2. 研究改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

自治体や地域企業との連携による実践

研究の推進

継続的に実施している（本庄、北九州等

実績多数）。

学内外との連携による文理融合研究の

展開

分野によるが、継続的に実施している。

公的外部資金の導入促進 環境総合研究センターや当研究科の教

員が主体的に関与する機構等の設立を

通じて、継続的に獲得している。
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海外研究機関との共同研究（タイ、中国

等）

継続的に実施している。

3. 社会貢献改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

地域（本庄、企業、被災地等）との連携・

支援実践

プロジェクト研究、人材育成等の面で多

数の実績をあげている。

公開シンポジウムの開催推進 専門分野に応じて、定期的に開催してい

る。

公開本庄ユニラブの開催 継続的に実施している。

本庄国際リサーチパークの活動への協

力

モビリティ、スマートコミュニティ分野

における産学官連携組織を設置し、連携

体制を構築している。

4. 入試制度改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

他学科、他学部からの進入の促進 継続的に実施している。

学内外への入試情報の提供促進（HP の

充実）

継続的に実施している。

AO入試での優秀な学生の受け入れ促進 継続的に実施している。

社会人入学の促進 継続的に実施している。

注：2015 年度より上記の改善に向けた議論を本格化している。

5. 学生支援改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

各種奨学金の案内 継続的に実施している。

博士課程学生への経済的支援の充実 継続的に実施している。

修士課程学生のインターンシップの促

進

継続的に実施している。
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6. 点検・評価改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

FD による自己点検の充実 継続的に実施している。

招聘研究員等からの意見聴取 継続的に実施している。

（修士論文審査会等）

理工学術院総合研究所

1. 研究改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

研究戦略機能強化

・研究企画戦略室機能強化

・研究アクティビティ発信機能強化

・研究所の将来計画

・他の会議体の状況を鑑みつつ、必要に

応じて開催、研究戦略を検討

・継続して研究活動を発信するととも

に、材研フェスタ等新たな取組みも実施

・研究所の機能、位置づけについて継続

的に検討

若手研究者の育成

・ｱｰﾘｰﾊﾞｰﾄﾞ事業の拡大（公募対象等）

・産業界との人材交流

・次席研究員奨励研究費の充実（理工研）

・公募対象、定員の拡充(ｱｰﾘｰﾊﾞｰﾄﾞ)

・企業、研究所訪問(ｱｰﾘｰﾊﾞｰﾄﾞ)

産学連携の促進

・先端研究者交流会の定着

・理工パートナーズ等との連携

・理工パートナーズと連携し、企業から

ニーズの高いリクルートイベントを実施

2. 点検・評価改革

2014 年度計画項目 進捗状況（2014 年度報告）

全学研究会議での附置研究所について

の議論を踏まえ、事業評価（自己点検）

を実施

・会議体での議論を鑑みつつ、実施につ

いて検討
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自己改革機能を強化（事業計画・事業報

告の作成）

・継続実施

以上
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２０１５年度計画

※ 2015 年度以降の計画を以下に記す．

◎理工学術院全体

① 教育改革

 国際コースの充実 (*)

 SGU と Waseda Ocean 計画 (大学教育の国際化)の推進

 理工学基礎実験の改革

 博士課程の改革

 A1，A2 群科目・B 群科目・C 群科目の改革

 3 学部共通科目の設置

 海外留学を活性化するための施策

 入試制度改革

② 研究強化

 助手・助教制度改革

 基礎科学研究所の検討

 理工系研究体制のあり方

 理工系研究所のあり方

③ キャンパス整備

 100 年回る安全安心でサステナブルなキャンパス整備計画

 理工キャンパスアメニティ向上

 理工情報インフラ整備

④ 学術院体制・事務体制・その他

 3 学部研究科体制の検証

 事務のスマート化

 ポスドク学生の支援

 地域貢献とキャンパス拡大

 男女共同参画の推進

 理工学術院アーカイブズ・理工学スタジオ・ミュージアム・データベース

◆基幹理工学部

① 教育・入試改革

 学系別入試の定着

 推薦入試（以外者入試）制度の見直し

 国際化の更なる推進（日本人学生の入学促進，外国人学生の大学院修士課程への進学促進）

 基幹副専攻制度の拡充と英語副専攻の検討

 基幹共通科目の整理統合

 大学院博士後期課程の無料化と奨学金の充実化

 クオーター制度の導入検討

② 研究改革

 大学院における研究体制の見直し

◆創造理工学部

① 教育改革もしくは②研究強化の項目

 産学連携の推進

 フィールド（学外の実践・実習の場）を活用した研究・教育の充実
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 研究成果の発信と社会貢献

◆先進理工学部

① 教育改革

 修士課程における専門コア科目のコースワーク再構築。修士課程の修了単位にオープン科目も認め

ることにより、広い視野を持った学生の育成。

 実験講義のオンデマンド化による効率的な授業

 研究スキル等に関する科目設置

 シームレスな科学英語教育

 海外学生・若手派遣プログラムの拡大

 5 年一貫制博士課程専攻による一貫制教育の一層の充実化

 修士課程での学会発表の奨励

② 研究改革

 論文リスト・学会発表の整理と共有（AAA インデックス）

 ラボリーダー制度の推進

 教員の研究活動に対する表彰：ティーチングアワード推進

 研究「室」サポートの模索

③ 社会貢献改革

 卒業・修了生の人名録作成

 サイエンスの啓発活動

④ 入試制度改革

 大学院入試、研究室情報の積極的公開（HP、入試説明会）

 学部入試作業の合理化

 入学後の成績の附属・系属校へのフィードバック

⑤ 学生支援改革

 TA センターの新設、学部 3 年生の TA 登用。博士課程学生 TA 制度の推進

 博士キャリアセンター、キャリアアドバイザー等の充実により、大学院生への就職支援を強化

 博士後期課程若手研究者養成奨学金制度の充実

⑥ 自己点検改革

 産業界とも連携した学外評価委員制度の新設

⑦ その他

 生命医療系研究・教育の充実

 若手任期制教員の増員

◆情報生産システム研究科

① 教育改革

1.グローバルキャンパス構想の実現

・ASEAN 大学教員に対する学位取得支援を通じ、ASEAN とのネットワーク強化

・グローバルに人を惹きつけるグローバルキャンパスの求心力として、北九州の産業と密接に連携し

た国際的に通用する教育内容を検討

2.グローバル人材の育成

・海外からの優秀な学生獲得数大幅増加

・海外からの本格的な短期請負教育、インターンシップ受け入れを実施

・特色ある科目の代表格である「インテリジェントカー・ロボティクスコース」の 3年後の姿を検討
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② 研究改革

1.産学連携等を通じた研究活性化・多元化

・北部九州経済圏の企業と強力な研究連携を図り、トップレベルの研究を行うと同時に、実践的で産

業を牽引するような研究力も兼ね備えた箇所とする

・発信力の強化を目指し、企業向けセミナ、シンポジウムの開催を検討する

2.研究環境の高度化・発信力の強化

・多視点から研究を見つめるリサーチコンプレックス構想について学研都市内で議論する

3.国際産学研究連携の推進

・国際産学連携研究を行うための機関の設置検討、実施計画の策定

③ 社会貢献改革

1.社会に開放された教育研究環境の構築

・これまでの活動を継続するとともに、新たな高大連結教育方式を模索する

・高専等からのインターンシップ受け入れ数大幅アップ

④ 学生支援改革

1.グローバルキャンパスに対応した生活環境の改善

・異文化環境での教育・研究方式の点検、文化交流、日本語教育、カウンセリング強化

・留学生支援 NPO を通じた学生どうし、地域住民との文化交流促進

⑤ 点検・評価改革

1.海外留学生を考慮した教育制度の点検・評価の推進

・留学生、日本人学生による満足度チェックについて検討

2.外部評価の推進

・教育研究レベルの点検・評価法について検討を行う

⑥ その他

1.早稲田スピリッツの醸成

・実体情報学等西早稲田キャンパスと合同実施プロジェクトへの積極参加

・西早稲田との研究交流手段についての検討

・早稲田イベントへの参加についての検討

・IPS 内イベントの増加、稲門会との交流を図る


